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東亜天文政策
山　本　　一　清
tl擁？lrN
獅1・騨支部例創・於ての御講酒息記砒もの（文資任・乾久邸1）
榊隙魍醐を展1｝脈みるのであ雛搬は牛糠・・隔っ
天妨轍命旧びに聯こ就て論観たい・鮮を歩乙禰めに先づ隔
見てみ朽今”漱學のμ堺4）幅鮒松っても1ト1瞭鵜その一例r、．
して今口迄6回額ね姻際天姻盟繍も内個糊で開かれたのを除・｛
は全三州に於燗練諌る可き第η轍亦覇であるとxつた糠あ
る．
をそなへてみるのであるが，學會をり
るのであらうか，世界の中心ではない．
糊は今日醐嫉嬬枷納至尋÷二品人材としても優秀なる晦
ドす即）一睨えぬ噸・の・よ
観it1ILEの棚及無法n・分布の見ナ鵬束禰蜀白の飴を持つ・然鰻
島山にはまだまだWA・fiiである・「体を除いては構の三論しと，・糠
ある天嫁が撚ものであ7・　「d　］’・そa）人を得す決して盛んでは齢腰
酬x－1ジ1ランドの一轍も天繍慨緻ゆ欄も少なく，　A，a
世界帳も怠けてみる天嫌劇しるものである・メルボルン剛80触
遠鏡があ雛金三三て大したものでない・シドニ1のは太陽研究胞しr
種々のレポ1トを出してみるが，まあその程度のものである．
回れらを辛う惚麦いで儲してみるの力琳である・糺鞭の天交的、
ビツクは蝦及勅のプラネタリウムである・天螺轍の爲めにイ｛］つ唾、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へらつも川勲のは施すべき恥あるが，現在痛論㈱嚇蛇轍してみな
いの鷹念である・歎煉として1ま僅かに棘椋雛卿・嫡蜘
設備嘱では堺緻㈱チliにぱこ曜軟燐肝を数へるが）のものであ
るがその業績に至っては，實に500番以下にあたるものであらう
次臓’米’口の徽砒較するに隙50度・瓢4a3度・laは35眠こ。
瓢量iだけでも我が敢界たるもa）は大いに灘すべき驚ると脹・・噸・懸
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は夏が良く冬ば悪く，共夏の夜も高緯度地方特fiの蹴・夜で識脚下の時TIIl
は著しく短縮されるし，綱並びに・州米國に次でノく獣鱒を果してみる露
西Aliは父激しい三三に可なりな難澁をしのびっL偉大なる足跡を印して居る．
　我：三Mでは北海道及東亜地方は緯度の割合に寒く観測に不適であるが，あらゆ
る條件を考へて，岡山，廣三二縣附近が最も都合よく，今後天文槻測の中心に
なる可きであらうと考へられる．二三も共緯度としては世界中之れ程階下のい
、所はない．叉委任統治領たる南洋に於ても天骨さへfl’tlければ槻測にはまこと
に恋まれてるる．
更に，今や提携の實あがりつ塘る1献を見るに，漏洲熾國の東北地方の
如き氣候であるから多くは期待し得ないが，天下蜜を設置するならば，族順，
大蓮附近の所で，奉天はシカゴと同緯度であるが，條件は著しく不備だと考へ
る．次に北支方面はスペイン，カルフオル＝やに匹敵する緯度を持ち將來有整
であらう．申南支は除り見聞してみないが，天候さへ惑まれば思出同様観測に
は好適であらうと思はれる．
序でに麟りの印度，印度支労随一瞥しやう一三腹には現在10許りの天煉
あり．ハイデラバト，マドラスが共の主なものである，コヂ・カナルにも太陽
研究所あり，此庭の観測結果は倫敦に途られ，英本國より蛮表されてみる．印
度支郡は一昨年一一ヶ月許り滞在した事があったが曇り凹きで仕事は不能であっ
た．シンガポ1ルは赤道直下の都市として，此虚ではい㌧天文憂が出來さうだ
と思ふ．
　更に南阿，濠洲，南米を概論する．南亜は流石英國が既に百年以上前から注
ll，ケ1プタウンの郊外に天文藁を設け，一年中三百幾日まで観測可能と云ふ
好條件面々大天燐が綱ξる櫛・なり，オツクスフtlド大剛中とこあったラ
ツドクリフ天文墓が80吋を提げて南亜に移り，時は前後するが和蘭のラィヂ
ン，米のヂトロイド，ハ1バ1ト各大回も天文豪を此盧に持つに致つた・（ハ1
パ1ドのはベル1のアレキパのを移したのである．）
　密命は南天の観測に広まれ，南阿に次で立つ可きものと思ふが未だ不振．南
米また叡として惰眠をむさぼり謹力・噸の鵬上天燐揃って居るvava
ぎない．
1誌織灘ζ薫llll：身締端7
鷲議綴灘搬膿讃駅1与ll鱗膿：識
轟恥辱雛紫蒲御壷蹴ぼ脅馨㍊篤
轍立を計乱糊50蜘竃櫃㈱ヒも¢）　tt　！lt絶したの二念であっt，．
必ずや近き將來にかうした天．文憂が績々設立されて然る可しと想ふ
吾人は卿本轍堺の現髄窮しく知らねばなら朗闘う｝1鱗
たす姻からのみ洲を得てみる日本天文儲馳加楴叡喬晦搬
インタけシヨナル剛伽羅も持つので茄綱劇黍勤後・賑
四獣襟野瓢欝堂綴驚糊糊噸
吾人の欝敵爲し得る1聰i地創る・プラネタリウムを掴〔に作鰍、．
つである沽轍天思想に魏副ミ献那人は想像J”・　．　E　t・こ彊く考へ・・忠
ふ・肢親靴徽つll　1・zi：云ふま嚇回蝋焔ド砒ては糠鞠
の蝋腺もあらうし・脚）新11繊鯛と嚇1：呉鯛1馴せ・の鞠
民衆に豫期しない興味を湧かせる事ともたらう．
要は燗蝋纈，川び蹴：・1蝋溺三瀬ノW茸である・グ・・ゴ・の。
ッカ1氏は“一国に48撫し力漕鏡面”撤碑ら醐醗・職努
力をっy“けてるるではないか．
〔，。，頁、噸く〕　　曹　”…｝　“軌四漸一＼＼
　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あし
プレイアデス・オアリ刺ン曝効をのがれす．r　2，蹴つif’iにとび
二二は，もろもろの嵐鱒へて荒田 ﾋり・さあらば一暁沸き
たつ海に艦と罪す，わが言・ζ・ごとく，髄1榊すご捷思ひ出づ
ベレ二三こ引きあげ・しめオ1る脚）嚇あてざるやう・めぐb
　を隙なく石もて園み・空よりの雨に濡れざるやう舟舵この擾を扱くべ
　し．　（619一一一23）
　　N＋月＊Xは＋一一一　H初めか言へり．
